
 

 

 

 

 

 
 

 
 

～木の上に立って見る…～ 

 「子どもを褒めて育てたい」。きっと誰もが思うことです。もちろん、学校の教員も同じです。

ところが、子どもは「いろいろとやらかす」ものです。褒めるだけでは済みません。そして、子ど

もが大きくなるにつれ、「大きくなったのだから」と、「子育ての手を離す」ことが増えてくるもの

です。それも必要なことですが、離せば離しただけ、失敗や上手くいかないことが増えます。どの

程度「手を離す」か、悩みが絶えませんね。そこで、「親」という文字を見直してみました。 
  

「親」の“部品”は「木」と「立」と「見」→「木の上に立って見る」のが「親」 
 

「子どものことを高い位置から広く見守る。」と読み解くことができます。危機があれば助けに行き、

子どもが失敗したときや子どもの力だけでは上手くいかないときに、その原因や対策、改善方法につい

て考えさせる。そして、そうやって子どもを支えるための知恵や技能、思いやりや規範意識など、子ど

もよりも高いものを身に付けているのが親なのですね。子どもが大きくなって「手を離す」場面が増え

ても、「木の上に立って見る」子育てを、一緒にしていきましょう。  （文責：校長  目黒 栄一） 
 
 

〔新しい学習指導要領理科のポイント〕        （理科主任 大塚祐一郎）                                         

理科では、次のことを重視して、学習内容の精選や各学年の学習内容の見直しがされています。 
 
自然に親しみ、見通しをもった観察・実験などを通して、自然の事物や現象について、問題を科

学的に解決するために必要な資質と能力を育てるとともに、学習内容を日常生活と関連付けて実感

を伴った理解を図り、自然環境や生命を尊重する態度、科学的に探究する態度をはぐくみ、科学的

な見方や考え方を養うこと。 
 
主なポイントを３点に絞って示します。 
 

１ 領域構成が、児童の学び方の特性や、二つの分野で構成されている中学校との円滑な接続など

を考慮して、現行の＜生物とその環境＞＜物質とエネルギー＞＜地球と宇宙＞の３分野から、＜

物質・エネルギー＞＜生命・地球＞の２分野になります。 

２ ＜物質・エネルギー＞の分野では、児童が物質の性質やはたらき、状態の変化について観察・

実験を通して探究したり、物質の性質などを活用してものづくりをしたりすることについての指

導に重点を置いて内容を構成します。例えば、「風やゴムの働き」、「物と重さ」、「電気の利用」な

どの単元です。また、現在は選択課題となっている「振り子と衝突」の学習は、「振り子」は引き

続き小学校で学習し、エネルギーについて理解を深める「衝突」は中学校に移ります。 

３ 「生命・地球」の分野では、児童が生物の生活や成長と体のつくり、地表や大気圏、天体に関

する諸現象について、観察やモデル実験などを通して探究したり、自然災害などの視点と関連付

けて探究したりすることについての指導に重点を置いて学習内容が構成されます。例えば、「自然

の観察」、「人の体のつくりと運動」、「太陽と月」などの分野です。また、現在は選択課題になっ

ている「卵の中の成長と母体内の成長」、「地震と火山」は両方学習します。特に「地震と火山」

については防災教育の視点からも学習を深めます。 
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